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t = 0:01 [s]における計算結果を図-2に示す．li は，xi
























図{1 x1   x3 断面図
図{2 t = 0:01 [s]における計算結果
[m] および l3 = 2:5  10 2 [m] である．Hs は (l1=2，
l2=2)を中心とする半径 1:0 10 3 [m] の範囲内にある
最大砂層厚であり，Hs = 8:15 10 3 [m] である．ま
た，Dは水滴の直径で，D = 5:537 10 3 [m]とした．
hw は，平面 x3 = Hs から水滴の中心までの距離であ
り，hw = 0:6Dとした．水滴落下速度 vを 2:25，4:50，
6:75および 9:00 [m/s] と変化させて計算を行った．な
お，0  x3 < 5:0  10 3 [m]における砂粒子数 nb は
30; 900個であり，その空隙率はN = 0:454である．砂
粒子は，図-1および図-2に示すように，回転楕円体と
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